
質
問
一

鶴
ヶ
島
市
の
学
校
教
育
と
教

育
行
政
に
つ
い
て
。

二

教
育
施
策
と
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
つ
い
て
。

三

学
校
教
育
予
算
と
教
育
施
策
に
つ

い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

教
育
委
員

会
と
し
て
は
市
全
体
を
、
学
校
と
し
て

は
自
校
の
学
力
の
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
的

確
に
把
握
し
、
問
題
点
を
分
析
し
、
改

善
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
。
二
つ
目

と
し
て
、
学
校
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
を
各
学
校

に
周
知
し
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

三
つ
目
と
し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
３
者
が
学
力
向
上
に
向
け
て
協
働

し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
機
運
を
高

め
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

二

教
育
委
員
会
会
議
、
教
育
委
員
会

全
員
協
議
会
を
開
催
し
委
員
か
ら
意
見

を
聞
き
、
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

機
能
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
重
要
事

項
の
決
定
に
は
、
策
定
過
程
か
ら
議
論

し
、
指
揮
監
督
の
機
能
を
実
効
性
あ
る

も
の
と
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

三

重
点
施
策
と
し
て
、
学
校
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
や
学
力
向
上
鶴
ヶ
島
プ

ラ
ン
の
策
定
、
学
校
応
援
団
、
保
・
幼

・
小
・
中
連
携
の
推
進
、
二
期
制
の
推

進
等
。
予
算
措
置
と
し
て
７
月
に
要
望

し
た
概
算
要
求
額
と
比
較
す
る
と
ほ
ぼ

要
求
額
ど
お
り
の
当
初
予
算
額
で
あ
る
。

み

ど

り

質
問
一

水
土
里
の
交
流
圏
構
想
の
策

定
状
況
と
内
容
に
つ
い
て
。

二

県
に
対
し
て
の
要
望
内
容
と
農
業

大
学
校
の
移
転
経
緯
に
つ
い
て
。

三

地
元
の
市
民
の
皆
さ
ん
、
地
主
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
の
最
重
要
施

策
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

西
部
地
域
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
自
然
景
観
が
あ
る
。

そ
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
水
辺
環
境

や
雑
木
林
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。
遊
休
農
地
の
活
用
や
新
規

就
農
者
の
育
成
を
進
め
る
。
人
、
物
、

情
報
を
流
通
、
連
携
さ
せ
、
自
立
的
で

継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
こ

れ
ら
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
、
具

体
的
構
想
の
策
定
を
県
と
共
同
し
て
始

め
た
。

二

県
と
市
で
共
同
し
て
新
た
な
整
備

計
画
を
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

県
で
も
す
で
に
平
成
１７
年
度
埼
玉
県

行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
農
業

大
学
校
の
統
合
が
検
討
さ
れ
た
経
緯
も

あ
り
、
本
年
度
農
業
大
学
校
移
転
可
能

性
調
査
が
予
算
計
上
さ
れ
た
。

三

市
民
の
方
々
の
意
向
、
要
望
を
聞

き
、
具
体
的
な
計
画
案
を
策
定
し
て
い

く
過
程
に
お
い
て
適
宜
公
表
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

市
民
に
役
立
つ
緊
急
雇
用
経
済
対

策
の
実
施
を

二

非
核
平
和
行
政
の
実
現
に
向
け
て

上空からの圏央鶴ヶ島ＩＣ周辺

鶴
ヶ
島
の
教
育
と
責
任
に
つ
い
て

市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
努
め
る

長
谷
川

清

議
員

松村 和子 議員

圏央インター周辺開発は中止を

本市の最重要施策と位置付ける

教育委員会会議の様子
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